
一般社団法人　兵庫県理学療法士会

生涯学習部

開催日時 令和6年4月25日（木）　19時00分～20時45分

開催場所 Zoom

出席者 下雅意　清水　垣内　大谷　松尾　梶　藤（担当理事）

欠席者 前川

記録者 梶

議題１ 6/30　新人説明会@甲南女子大学　について

議題２ 9/15　県学会企画について

議題３ 支部主催の症例検討会の運営サポート

【内容】

・主担当の決定

・開催日時・場所・当日の内容の共有と修正

・次年度以降の振り返りを行う

【決定事項】

・主担当：下雅意・松尾・梶

・当日の内容：

　加田裕之先生(参議院議員)の講演(10分程度)、

　日本理学療法連盟　企画部秘書課「保険制度についての説明」を予定する

　取得対象をC-5からA-3へ変更

【内容】

・主担当の決定

【決定事項】

主担当：清水・大谷・垣内・前川

【内容】

・昨年あった問題の共有：阪神北　合流遅れの影響

・マニュアル通りに実施できているか？

・昨年度の開催実績を共有していくべき

・開催の方法にどこまで自由度を持たせるか：合同開催・参加範囲を広げる

・主催者側：スペシャリティの提案

　優秀演題を選出し表彰する(支部全体　士会全体)

　次年度の学会発表での優秀演題推薦を行う

　発表時の参加費・交通費・昼食等の負担を行う

　ファシリテーターから意見をもらえる

・その他意見

　新人発表の方が学会形式であり、症例検討会との趣旨が少し異なるため

　リンクできるのか？



議題４
藤先生：2025年　第36回兵庫県理学療法学術大会について

　　　　新人プログラム科目別履修状況について

次回の予定 日時：未定

日時・場所 場所：Zoom

今後の予定 症例検討会報告　来年度事業の具体化

【決定事項】

現状は広報を増やして履修率を高めることを目指す

【内容】

・第36回兵庫県理学療法学術大会について

　大会長：中西　知生先生(宝塚リハビリテーション病院)

　テーマ案：地域を超え学術は共振する

　会場案：メイン会場　豊岡市内、サテライト会場　神戸市内(甲南女子大学)

・士会承認症例検討会開催について

　全国的に開催実績が少なく、後期研修E1～3を取得できない対象者が多い

　【問題点】

　協会のシステム上開催のハードルが低い(みなし実施ができる等)

　各施設で症例報告の質にばらつきが出る等

　

　全国的にも兵庫県は開催数が少ない

　和歌山県：新人発表を取りやめて症例検討会に重きを置いて安定している

　量が必要？→登録理学療法士を目指すモチベーションを高める為に質が

　必要では

【決定事項】

スペシャリティ：今年度検証し、次年度初旬までに議論を進める

各支部で今年度の症例検討会の企画が進み次第全体共有する

マニュアルのアップデート・周知：LINEWORKSで共有


